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平 成 ２ ９ 年 度 事 業 報 告

自　　　平成２９年４月　１日

至　　　平成３０年３月３１日

公益社団法人　京都デザイン協会

１．京都デザイン賞事業（公１）
１─１．京都デザイン賞２０１７

１２００年の歴史に培われた京都の伝統と文化を守りながら、新たなデザイ

ン手法を用いて新しい京都のデザイン創出を図ることで、地域デザインの活

性化及び地域産業の振興を目的とした事業を、以下の要領にて審査会・入選

作品展・表彰式・作品講評会・交流会等を行った。

【事業概要】

○テーマ　「新しい京都のデザイン」　

○ 作品および製品部門：既に製品化・実用化されているものに限る

○提案部門：製品化・実用化を前提としたもの

　　　　　　課題①　�伏見の清酒「都鶴」の訪日外国人に向けたラベルデザイ

ン、またはラベルと外箱のセット

　　　　　　課題②　「京とうふ藤野」パッケージデザイン、

　　　　　　課題③　京の和文具商品企画「新しい京の和文具」

　　　　　　　　　　（紙を使用した製品・和紙、洋紙は問わず）

　　　　　　課題④　京焼•清水焼「晋六窯」「急須のデザイン」

○審査基準：・斬新な京都のイメージを創出している。

　　　　　　・独創性がある。

　　　　　　・使いやすい配慮がなされている。

　　　　　　・新素材、技術に挑戦している。

　　　　　　・環境への配慮がなされている。

【募集告知の方法】

１．応募要項をデザイン関係企業、デザイン関係大学、会員企業等へ郵送。

２．ホームページでの告知およびメールマガジン、ＳＮＳ等へのネット配信。

３．京都府庁秋の一般公開における広報と連携を行った。

【応募点数】１２３点
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【審査会】　平成２９年１０月７日（土）～１０月８日（日）

　　　　　　会　場：京都市立芸術大学円形ホール

【審査結果】

京都デザイン賞大賞を１点、京都府知事賞 1点、京都市長賞 1点、京都

商工会議所会頭賞 1点、京都新聞賞 1点、伏見酒造組合賞１点、京とう

ふ藤野賞、京の和文具賞１点、京焼・清水焼「晋六窯」賞、学生賞１点

を選出

【入選作品展】

日　　時：平成２９年１１月１１日（土）～１１月１２日（日）

会　　場：京都府庁旧本館２階

入場者数：２４３名

【表彰式・作品講評会】

日　　時：平成２９年１１月１２日（日）１６：００～１７：４０

会　　場：京都府庁旧議場

出席者数：６２名

【交流会】

日　　時：平成２９年１１月１２日（日）１８：００～２１：００

会　　場：京都平安ホテル

出席者数：５２名

【主　催】

公益社団法人　京都デザイン協会

【後　援】

京都府、京都市、京都商工会議所、（公財）京都産業２１、京都府中小企業団体

中会、京都市立芸術大学、京都意匠文化研究所、ジェトロ京都貿易情報センター、

京都新聞、NHK京都放送局、KBS 京都、エフエム京都

【協　力】

（有）画箋堂、京とうふ藤野（株）、京都芸術家国民健康保険組合、京焼・清水焼「晋

六窯」、（株）尚雅堂、（株）染織と生活社、（株）田中直染料店、都鶴酒造（株）、

府庁旧本館利活用応援ネット、ホルベイン画材（株）、（株）リーフ・パブリケー

ションズ

【協　賛】

京都造形芸術大学、京都外国語大学、京都精華大学、嵯峨美術大学・嵯峨美術

短期大学、京都芸術デザイン専門学校、（株）祇園平八、医療法人 奈良会 なら

皮フ科クリニック、アーキテクツ •スタジオ・ジャパン（株）、イワモトエンジ
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ニアリング（株）、（株）ＪＥＤ、刀剣 開陽堂、（株）アイビー長崎、株式会社 俄、

双林（株）、（株）アートバンク、アーバンホテルシステム（株）、アドバンスト

マテリアルジャパン（株）、（株）アルク、（株）IFA 住宅設計室、（株）かねわ

工務店、（株）かわな工業、甍技塾　徳舛瓦店（有）、北白川天然ラジウム温泉、

京都履物（株）、（有）匠弘堂、静好堂中島、（株）高橋工務店、ターナー色彩（株）、

（株）ターレンスジャパン、（有）大進工務店、（有）ティアック、（株）TNC ブ

ライダルサービス、（株）中善広岡工務店、中嶌製版（株）、（株）ナカタニ工務店、

中村繁夫、（株）西村工務店、（株）パルム、BAL（ 株）中澤ホールディングス、

万朶花、（株）フクナガ、まつもとクリニック、（株）ミックス、（株）メディア

ホワイト、（株）メディアインパクト、湯の宿 松栄・誠の湯、ホルベイン工業（株）、

（株）大京穴吹不動産

１─２．京都デザイン賞国際化支援

【事業趣旨】

京都デザインのブランドを確立するために、入選作品を海外に紹介し、国際化

を目指す個人及び企業を支える。

日　　時：平成２９年２月１０日（土）〜１１日（日）

会　　場：香港ＰＭＱブロックＡ、３Ｆ

内　　容：京都デザイン賞２０１７で入選した製品の紹介　３社

入場者数：150 名

２．デザインアドバイス事業（公１）
２─１．デザインアドバイス

２─１─１．デザインアドバイス（望ましい景観創出：屋外広告物相談）

デザイン相談の中でも、現在京都市が鋭意進めている屋外広告物適正

化推進事業に関し、京都府広告美術協同組合と共同し、適正で景観に

マッチする効果的な広告物製作に特化した相談窓口を設置した。

２─２．デザイン相談会

２─２─１．デザイン相談会（通期）

日　時　：�電話・メール予約にて（月）から（金）までの１３：００から

１７：００受付。予約受付後に選任された会員が相手方と日程調

整を行い、個々に対応を行った。
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周知方法：�ホームページ・印刷物（伝統産業関連企業、京都府、京都市、京

都商工会議所、産業２１、等）へ配布した。

対　象　：一般の企業・個人・団体

相談内容：

○�京都「大学の知恵」ロゴマークの募集について、京都産学連携機構

より相談があり、募集方法、作品審査、優秀作品発表会まで一連の

プロセスを通し協力した。

○西陣の金襴製造会社より新製品企画に関する相談。現在進行中。

２─２─２．デザイン相談会（出張窓口）

デザイン展で同時開催される「デザイン相談会」では、多種多様なデザイナー

が一般の人や企業の方々からデザインに関する相談を気軽に受け付ける窓口

を会場内に設けた。

日　時：平成２９年１１月１１日（土）〜１２日（日）２日間

　　　　午前１０時〜午後５時

会　場：京都府庁旧本館２階「正庁」

相談料：無料（要事前予約）

周知方法：�ホームページ・印刷物（伝統産業関連企業、京都府、京都市、京

都商工会議所、公益財団法人京都産業２１、等）への配布を行った。

対　象　：一般の企業・個人・団体

相談件数：５件

相談内容：パッケージ（３件）、インテリア（1件）、その他（1件）

３．伝統工芸デザイン支援事業（公１）
京都の文化伝統を背景に培われた工芸品に今の時代性を加味し、新しいニーズ

の創出を目指すためのデザイン支援を行う事業。京都デザイン協会会員、学生

会員、一般学生と、伝統工芸に携わる個人・小規模企業との共同研究として実

施する。

目　的：�京都の伝統工芸に携わる経営規模が小さく、財政的基盤が弱い個人や

企業等の伝統工芸分野活性化のためのデザイン支援

企　画：当協会と大学など研究機関による共同商品開発

①業態調査・研究により提案方法の構築（システムの考案）

②現地調査・ワークショップ
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③商品提案（プレゼンテーション）→（③ ‘ 公開展示）

④採用案の商品化計画

⑤商品開発

支援先：京都伝統産業青年会、京都伝統工芸協議会、京都産業 21

本年度は「京都デザイン賞 2017」の課題部門に、４社から４課題が出され、

多くの提案作品を集めることができた。

３─１．�平成２９年度学生デザインコンペ

　　　ＴＨＥ ＣＯＭＰＥーきものと帯ー

　　　日　時：平成２９年１１月〜平成３０年３月

　　　主　催：�ＴＨＥ ＣＯＭＰＥ ーきものと帯ー 実行委員会／一般社団法人京都

産業会館

　　　後援・作品審査、賞状下付を行った。

３─２．�第 69 回 京友禅競技大会

　　　日　時：平成３０年３月１４日（水）

　　　主　催：京友禅協同組合連合会

　　　共　催：京都府・京都市・京都友禅協同組合

　　　後援・作品審査、賞状下付を行った。

４．研究・シンポジウム事業（公１）
４─１．人にやさしいデザイン = ユニバーサルデザインの研究

 �だれもが利用したくなる、使ってみたくなる、人にやさしい製品、建物、空

間、行為をデザインするユニバーサルデザインの研究・シンポジウム事業を

展開する。

�本年度は田中直人（島根大学大学院　特任教授）との共同研究で、伏見の京

都リハビリテーション病院・介護老人保健施設「深草しみずの里」とタイアッ

プし、認知症の症状を緩和する「レミニセンス」を導入し検証実験を行って

いる。「駄菓子屋」「バス停と待合室」「お地蔵さん」「おくどさん」「縁側」

の 5つのユニットのデザイン設計製作で協力。

４─２． ギャラリートーク「京都のデザイナーたちの仕事」

パネラー： 石田美智代、山岡敏和、官能右泰
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日　時：平成２９年１０月７日（土）

会　場：秋田公立美術大学サテライトセンター

内　容：�「２０１７デザイナーの仕事展」に出品した実作を通してデザイン

の手法やその解釈の仕方をわかりやすく伝え、デザインの効用等つ

いて語った。

４─３． ギャラリートーク「オリジナル御守」のデザイン

パネラー：�官能右泰教授（秋田公立美術大学の学生１０名）と KDA会員

日　時：平成２９年１０月１日（日）18：00〜

会　場：藤野ギャラリー（京都市北区）

内　容：�秋田市千秋公園内の弥
いや

高
たか

神社のオリジナルの御守デザインを提案し

た作者が、そのデザイン意図について説明、意見交換を行った。

５．会員の創作・研究・発表とデザイン向上を図る事業（他１）
５─１．会員展　オリジナル御守の提案

秋田市千秋公園内の弥
いや

高
たか

神社のオリジナルの御守デザインを提案

参加者：２０名～３０名（会員、賛助会員、特別会員）

【秋田展】

日　時：平成２９年１０月１日（日）～１５日（日）

会　場：秋田展／秋田公立美術大学サテライトセンター

入場者数：350 人

　　　　岩手銀行秋田支店ロビーでの展示

【京都展】

日　時：平成３０年２月２５日（日）～３月３日（土）

会　場：藤野ギャラリー

広　報：ハガキ１，０００枚、ホームページにて告知する。

入場者数：150 人

５─２．デザイン展

名　称：「デザイナーの仕事・展 」 ２０１７

日　時：平成３０年２月２３日（金）〜２４日（土）２日間

　　　　午前１０時〜午後５時

会　場：京都府宮津市「みやづ歴史の館」2階ホール前特設会場



− 9 −

入場料：無料

入場者数：１５０人

６．会員相互の交流を目的とした事業（他２）
協会会員相互の親睦・交流を行い活性化を図った。

６─１．交流会の開催

会員相互の親睦を図るために定期的に開く。

○　ＫＤＡ総会　交流親睦会

日時： 平成２９年５月２６日（金）午後５時３０分〜

場所：四季の味　すぎうら蛸薬師店

参加者：２５名

６─２．ＫＤＡサロンの開催

ＫＤＡ事務局交流スペースを活用した開催を計画する。

また、会員に焦点をあて、事務所・作業場などを訪問して、どのような仕事に

取り組んでいて、どのような作品を生み出しているかなどを見て、聞いて、感

じてもらう。

○　「天橋立ワイナリー工場見学会と伊根の舟屋巡り」

日時：平成２９年９月１０日（日）

参加者：２５名

６─３．国際交流事業

会員が作品発表の場などのイベントやデザイナーなどの交流の場に参加し、国

際交流を積極的に図る。

６─４．他団体との交流事業

京都デザイン関連団体協議会に参加する、（一社）京都建築設計監理協会、（一社）

京都国際工芸センター、京都伝統産業青年会、（公社）日本グラフィックデザイ

ナー協会京都地区、（公社）日本建築家協会近畿支部京都地域会、（公社）日本

図案家協会、（一社）日本デザイン文化協会京都、NPO京都伝統工芸情報センター

などとの交流促進。
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６─５．Ｄｅｓｉｇｎｅｒｓ 　Ｍｉｎｉ　Ｃａｆｅ

�会員同士や会員と地域の人達（数人）との小規模で気軽なコミュニケーション

の機会を随時持つことができた。

６─６．他団体との交流事業

６─６─１．ファッション京都推進協議会

　　　○平成２９年度第１回企画委員会

　　　日　時：平成２９年６月２９日（木）１3：００〜１４：００

　　　場　所：京都商工会議所役員室

６─６─２．京都府「あったか京都推進会議」委員会

　　　日　時：平成２９年１０月２３日（月）１３: ３０〜１５: ３０

　　　場　所：京都ガーデンパレス　2 階　楓の間

　　　報告事項：「京都おもいやり駐車場利用証制度」の実施状況について

　　　ユニバーサル観光の推進について

　　　協議事項：�ホームページ「人にやさしいまちづくり」の施設情報の改定

について

　　　その他：今後のユニバーサルデザインの取り組みについて

６─６─３．京都府中小企業団体中央会主催「平成 30 年度新年賀詞交歓会」

　　　日　時：平成３０年１月４日（木）

　　　場　所：京都ブライトンホテル

６─６─４．「．ｋｙｏｔｏ」諮問委員会

　　　日　時：平成３０年３月２３日（火）１６：００〜１７：３０

　　　テーマ：�トップレベルドメインの運営に関する現状報告と次年度計画に

ついて

　　　場　所：京都情報大学院大学 京都駅前サテライト４階会議室

６─６─５．「第８８回誂友禅染競技会」賞状交付

　　　主　催：京都誂友禅工業協同組合

６─６─６．「第６９回京友禅競技大会」後援、賞状交付、審査

　　　主　催：京友禅協同組合

６─６─７．京都芸術デザイン専門学校 卒業制作展・進級制作展 2017　後援

　　　主　催：学校法人瓜生山学園 京都芸術デザイン専門学校

６─６─８．第２回 KYOTO COLLECTION　後援

　　　主　催：一般社団法人NDK日本デザイン文化協会
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６─７．広報

会員相互の親睦と、パブリックリレーションを図るために行った。

６─７─１．京都新聞への掲載記事

　　平成２９年年１１月１１日　「京都デザイン賞２０１７」優秀作品を展示　

　　平成３０年2月２４日　「京都デザイン会議　in　丹後」

　　　　　　　　　　　　　　丹後地域活性化へ仕組み作り考える

　　平成３０年3月30日　「昔の暮らし再現　認知症緩和」

　　　　　　　　　　　　　高齢者の認知症状を緩和する試み

６─７─２．KDA 資料のアーカイヴ

　　　KDAの過去の資料や印刷物のアーカイヴを行う。（継続事業）

７．京都のデザイナーによるデザイン会議（他３）
７─１．第 3 ８回京都デザイン会議 in 丹後を開催

テーマ：「丹後の未来を創る」

日　時：平成３０年２月２３日（金）午後１：００〜５：００　

会　場：みやづ歴史の館　2F ホール

出席者：９２名

主　　催：�京都デザイン関連団体協議会 

後　　援：�京都府・宮津市・京丹後市・与謝野町・伊根町・福知山市・綾部市・

舞鶴市

協　　賛：�( 株 ) フクナガ、天橋立ワイナリー、京とうふ藤野 ( 株 )、( 株 ) メン

バーゴルフサービス、宮津ロイヤルホテル、（有）京丹後ふるさと農

園、小林美工社、丹後の湯宿 ゑびすや、ヒロデザイン事務所、文珠荘、

旅館高島屋、( 株 ) 伊と幸、( 株 ) 木下建窓、菜館wong、( 株 ) 山添電気、

川魚問屋七條鮒定、美容室 JOY、有吉家具

８．収益事業（収）
該当する事業は無し。


